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はじめに1

　近年では気候変動により頻発化・激甚化する自然災
害に対応するため、国をあげて防災・減災の取組みが
進められているところである。推進工法分野においても
事前防災の観点からインフラ整備や耐震化・強靭化等
への取組みに貢献しているところであるが、我が国特有
の地形から自然災害による堆積土には様々な土質が含
まれており、地下を掘り進むうえで大きな課題となってい
る。本稿では様 な々土質変化に対応するハイブリッドモー
ル工法（以下、本工法）の概要と施工事例を述べるこ
とにする。

本工法の概要と特長2

2.1　工法の概要
　本工法は各方式の技術的特性を活かし、短所を補
完するために切羽安定（圧力保持）と土砂搬出方法と
の組合せを同一スパンでも切替え可能とすることで、施
工の安定性を向上させる工法である。本工法NS方式
のシステム概要を図−1に示す。
　本工法は掘削方式と排土処理方式の組み合わせに
より、表−1に示すように3つの方式に分類される。NN
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図−1　ＮＳ方式の概要
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方式は、カッタヘッドから地山に掘削添加材を噴
出させ攪拌後、排土バルブを経由して地上へ吸
引排土されるが、排土バルブの後続に排泥土制
御装置を設け、送排泥管を経由して泥水を送る
ことでNS方式（泥濃・泥水複合式）に切替え
ることができる。泥土を還流排土させ地上の泥
水処理設備で分級させることで、建設汚泥（産
業廃棄物）の減量化を可能としている。掘削方
式と排土処理方式の切替えパターンを図−2に
示す。
2.2　工法の特長
　本工法の特長を以下に示す。
　①土質変化の激しい地盤においても、推進途

中でも掘進機内の排送泥ラインの切替えによ
り、掘削方式と排土方式の変更が可能なこ
とから、切羽面の安定を確保した推進が可
能である。土質変化に応じ掘進途中に推進
方式を変更する施工モデルを図−3に示す。

　②呼び径1000以上で機内からのビット交換も
可能であり、土質変化に応じて実施する。

　③泥水処理設備による円滑な土砂分級処理
で産業廃棄物の削減が可能であり、分級
効果を高めることで高濃度泥水等および裏
込め材への再利用が可能である。

　④ハイブリッド坑口および鋼製支圧壁によりコン
クリートがら等の産業廃棄物の削減が可能である。

　⑤外筒残置機能を有していることから掘進機の引き上
げ回収が困難な既設マンホール等への到達が可能
である。

　⑥コンパクトな立坑からの標準管推進が可能である。

2.3　カッタヘッド
　土質条件によりカッタヘッドが選定できるようになってい
る。特に普通面板および特殊面板においてはビット交換
可能なタイプも用意しており、土質変化に応じてビット形
状を変更することが可能となっている。図−4にカッタヘッ
ドの一例を示す。

分類 掘削方式 排土処理方式

ＮＮ方式 泥濃式 泥濃式
（吸引式）

・吸排泥装置で排泥タンクにストック
・産廃処理

ＮＳ方式 泥濃式 泥水式
（還流式）

・吸排泥ポンプで搬送し泥水処理にて分級
・高濃度泥水は再利用

ＳＳ方式 泥水式 泥水式
（還流式） ・送排泥ポンプで搬送し泥水処理

表−1　掘削方式と排土方式による組合せ

図−2　掘削方式と排土処理方式の切替え模式図

図−3　施工モデル
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